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はじめに

　日本医師会生涯教育制度の平成 26 年度集計結果報告書をお届けします。
　平成 26 年度単位取得者率（日医会員）は、61.7％と前年比−１％と微減でありましたが、平均取
得単位および平均取得カリキュラムコードは、あわせて 2.1 の増でありました。これも、日本医師会
会員の生涯教育に取り組む熱意と、都道府県医師会および郡市区医師会で生涯教育に携わる皆様のご
努力の賜物と心から感謝申し上げます。また、今回より、日本医師会の会員情報を活用し、集計にお
きまして、医療機関別単位取得者数から日医会員種別単位取得者数に変更いたしました。
　日本医師会は、「日本医師会生涯教育カリキュラム＜ 2009 ＞」に基づき、平成 22 年度に日本医師
会生涯教育制度を大幅に改正し、今回は、平成 24・25・26 年度の３年間で取得単位数・カリキュラ
ムコード数の合計が 60 に達し、発行要件を満たした皆様に「日医生涯教育認定証」を発行いたしま
した（有効期間内の「日医生涯教育認定証」が交付されている者を除く）。
　さて、ご承知のとおり、平成 25 年４月に厚生労働省の「専門医の在り方に関する検討会」から示
された報告書には「専門医の認定・更新にあたっては、医の倫理や医療安全、地域医療、医療制度等
についても問題意識を持つような医師を育てる視点が重要であり、日本医師会生涯教育制度を活用す
ることも考えられる」と記載されております。今期の生涯教育推進委員会では、会長諮問「日本医師
会生涯教育制度の新しい展開と専門医制度」について、精力的に議論いただき、カリキュラム＜
2016 ＞を作成いたしました。来年度から、カリキュラム＜ 2016 ＞の活用、および、日本医師会「生
涯教育制度」実施要項の一部改正をいたします。また、診療報酬算定や新たな専門医の仕組みにおけ
る専門医の認定・更新に対応した研修管理システムの構築も進めております。
　医師の生涯教育に対する理解を深め、さらなる自己研鑽に励んでいただく一助となりますよう、日
本医師会生涯教育制度に携わる先生方のさらなるご理解とご協力を引き続きお願いする次第です。

日本医師会常任理事
（生涯教育担当）

小　森　　貴

Ⅰ．平成 26 年度日本医師会生涯教育制度集計結果の概要

　平成 27 年 10 月１日付で、日本医師会生涯教育制度学習単位取得証（以下単位取得証）を発行した。
平成 26 年度の単位取得者は 113,281 人であった。日医会員における単位取得者率は 61.7％で、平均
取得単位は 17.6 単位、平均取得カリキュラムコード（以下 CC）は 15.4 コード、単位と CC の合計の
平均は 33.0 であった。
　単位取得証は、都道府県医師会を通じて申告があった講習会・学会等への参加や、臨床研修におけ
る指導、医学論文の執筆等で取得した単位・CC に、日本医師会で管理している日医雑誌問題解答、
日医 e −ラーニングでの単位・CC を加えた値を記載したものである。
　平成 22 年度に制度改正を行い、年度毎に単位取得証を発行し、連続した３年間の単位数と CC 数
の合計が 60 以上の者に「日医生涯教育認定証」を発行することとした。なお、「日医生涯教育認定証」
の認定期間３年間の間は、単位数と CC 数の合計が 60 以上となっても、「日医生涯教育認定証」は発
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行しない。制度改正後、３回目の「日医生涯教育認定証」発行となり、4,744 人に発行した。
　また、平成 26 年度集計より、日本医師会の会員情報を活用し、医療機関別単位取得者数から日医
会員種別単位取得者数に変更している。

Ⅱ．平成 26 年度日本医師会生涯教育制度申告集計結果

１．期間
　平成 26 年４月１日〜平成 27 年３月 31 日

２．対象
　原則として日本医師会会員としているが、日医会員外の医師にも広く制度に参加いただき、医師全
体を対象とした制度としている。

３．申告の周知
　日医会員には日本医師会雑誌平成 27 年３月号に、日本医師会生涯教育制度申告書＜日医会員専�
用＞及び日本医師会生涯教育制度パンフレットを同封して送付した。
　併せて、日本医師会ホームページ上の日医生涯教育 on-line に PDF データで日本医師会生涯教育制

●単位取得者数

●日医会員種別単位取得者数及び単位取得者率（単位取得者／日医会員）

●平均取得単位数及び平均取得カリキュラムコード数

●�日医生涯教育認定証取得者（平成 24〜 26年度の３年間に単位数とカリキュラムコード数の合計で 60
以上を取得した者）（有効期間内の「日医生涯教育認定証」が交付されている者を除く）
　　4,744 人（うち日医会員：4,302 人）
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度申告書＜日医会員・非会員兼用＞を掲載するとともに、申告手続き方法を記した。
　また、日本医師会生涯教育制度申告書＜日医会員・非会員兼用＞を都道府県医師会に送付し、都道
府県医師会や郡市区医師会を通じて会員、会員外の医師への普及に努めた。

４．申告の方法
（１）「申告書申告」を実施している地域医師会
　「申告書申告」を実施している医師会での手順は概ね以下の通りである。
　申告者は１年間の取得単位数等を申告書に記入し、平成 27 年４月 30 日までに講習会・学会等の参
加証やシール、体験学習や学術論文・医学著書の執筆の記録を添えて、所属郡市区医師会に提出した。
　「申告書申告」を実施している郡市区医師会では、提出された申告書に連続番号をふり、添付され
た参加証明や記録をもとに取得合計単位数およびカリキュラムコード（CC）の確認をしたうえで、
都道府県医師会に提出した。
　都道府県医師会では、郡市区医師会からの報告をまとめ、日本医師会に提出した。
（２）「一括申告」を実施している地域医師会
　「一括申告」を実施している医師会での手順は概ね以下の通りである。
　まず地域医師会で管理しているそれぞれの年間取得単位・カリキュラムコード（CC）数を申告者
に通知する。申告者はその単位数を確認し、過不足のある場合はその旨を医師会宛に申告するととも
に、申告に対する同意・不同意について意思を示す。
　「一括申告」方式を実施している医師会では、申告することに同意した申告者のデータをとりまとめ、

「申告書と同様のデータ項目（所属医師会名、整理番号、氏名、フリガナ、日医会員種別、生年月日、
性別、医籍登録番号、単位、カリキュラムコード（CC）等）の電子媒体」、および「外字者一覧表」
を日本医師会に提出した。
（３）都道府県別申告方式
　申告書のみによる申告は、静岡県医師会の１県であった。
　一括申告データによる申告は 46 都道府県医師会で行われ、そのうち全データを一括申告で申告し
たのは 41 道府県医師会であった。
　一括申告による申告と、申告書による申告を併用したのは５都県医師会であった。
（４）日本医師会で管理している単位・カリキュラムコード（CC）
　「日医雑誌掲載問題を読んでハガキ送付・もしくはインターネットで解答（以下、「日医雑誌問題解
答」とする。）」、「日医 e −ラーニング」による取得単位・カリキュラムコード（CC）数は、日本医
師会で直接管理していることから、申告は不要である。

５．申告の集計
　都道府県医師会を通じて申告される「講演会・学会等」、「医師国試問題作成」、「研修等指導」、「体
験学習」、「論文等執筆」の５項目の申告単位・カリキュラムコード（CC）に、日本医師会で直接管
理している「日医雑誌問題解答」、「日医 e −ラーニング」の２項目の単位・カリキュラムコード（CC）
を、「医籍登録番号」をキーとして合算し、個々の申告者の年間の取得単位・カリキュラムコード（CC）
数として確定した。

６．平成26年度日医生涯教育制度「学習単位取得証」の発行
　集計した合計取得単位が 0.5 単位以上の者に対し、平成 27 年 10 月１日付で、平成 26 年度日医生
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涯教育制度「学習単位取得証」（以下、単位取得証）を発行した。
　また、申告を締め切った後、申告があった者については、都道府県医師会長から平成 25 年４月１
日より設置された生涯教育・専門医制度運営委員会の委員長あてに依頼があった者に対して、当該委
員会にて審議のうえ、了承された者について単位取得証を追加発行している。

７．重複申告者の取り扱い
　都道府県内・外の重複申告者について、医籍登録番号をキーに単位・カリキュラムコード（CC）
を取りまとめたうえで単位取得証を発行した。

８．０単位の申告の取り扱い
　平成 22 年に生涯教育制度実施要綱の改正が行われ、「特別事情のある者（病気・高齢・その他）」
に配慮し、病気、出産、育児、留学、介護等への対応として、３年間毎年単位・カリキュラムコード

（CC）を取得しなくても日医生涯教育認定証発行要件を満たすことができることとなった。また、０
単位で申告があった者には、「学習単位取得証」は発行していない。
　ただし、取得申告がない場合でも「０単位申告」とみなすので、平成 24 年度に「申告なし」、平成
25 年度も「申告なし」、平成 26 年度に「単位とカリキュラムコード（CC）の合計 60 以上」を申告
した場合でも、その後２年間の申告を待つことなく、平成 24・25 年度に０単位の申告があったもの
として、平成 24 年度〜平成 26 年度における単位・カリキュラムコード（CC）取得として日医生涯
教育認定証を発行した。
　なお、都道府県医師会からの日本医師会への０単位の申告における対応は以下の通りである。
　①０単位の場合、申告は不要とする。
　②０単位で申告があった場合でも「単位取得証」は発行しない（④⑤の場合を除く）。
　③申告がない場合でも０単位の申告とみなして、日医生涯教育認定証発行までの期間に加える。
　④�日本医師会で管理している日医雑誌問題解答・e −ラーニングにおいて単位・カリキュラムコー

ド（CC）を取得している場合には、都道府県医師会からの申告がなくても単位取得証を発行する。
　⑤�日医生涯教育認定証発行にあたっての累積単位・カリキュラムコード（CC）がある場合には、

当該年度において申告がなくても、単位取得証を発行する。

９．平成27年「日医生涯教育認定証」の発行
　連続する３年間における取得単位数およびカリキュラムコード（CC）数の合計が 60 以上になった
者に対して、日本医師会長より「日医生涯教育認定証」を発行することとしている。
　平成 27 年 12 月１日付で、平成 24・25・26 年度の３年間における生涯教育取得値が 60 以上となっ
た者に対して、「日医生涯教育認定証」を発行した。（有効期間内の「日医生涯教育認定証」が交付さ
れている者を除く。）

10．集計表の作成
　申告内容をもとに、下記の集計を行った。
　なお、「郡市区医師会別集計」結果については、誌面の都合により本報告書には掲載していない。

　１）単位取得者数（都道府県医師会別集計・郡市区医師会別集計）
　２）日医会員単位取得者率（都道府県医師会別集計／会員種別単位取得者数）
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　３）日医会員単位取得者率（郡市区医師会別集計）
　４）単位取得方法
　５）カリキュラムコード（CC）
　６）�単位数、カリキュラムコード（CC）数、単位・カリキュラムコード（CC）合計数、年齢階級

別の分布
　７）�認定証取得者数（都道府県別集計、日医会員種別認定証取得者数）、年齢階級別の分布、年別

の取得者数

11．集計結果
（１）単位取得者数
　平成 26 年度の単位取得者総数は 113,281 人で、そのうち日医会員単位取得者は 102,433 人、会員外
が 10,848 人であった。

（２）日医会員単位取得者率
　日医会員における単位取得者率は、61.7％であった。
＜参考＞
　平成 21 年度までは、申告率が日本医師会生涯教育制度における評価の指標の一つとなっていたが、
平成 22 年に生涯教育制度実施要綱の改正が行われ、「特別事情のある者（病気・高齢・その他）」に
配慮し、病気、出産、育児、留学、介護等への対応として、３年間毎年単位・カリキュラムコード（CC）
を取得しなくても日医生涯教育認定証発行要件を満たすことができることとなり、申告率に反映され
ていた特別事情による０単位の申告（平成 21 年度は 8,974 名）がなくなった。日医生涯教育推進委
員会において、申告率から達成率を指標とするよう提言がなされたこともあり、平成 22 年度より、
新たな指標として、「日医会員における 0.5 単位以上の単位取得者」を表す単位取得者率として集計
を行っている。
１）都道府県別単位取得者率（表２）
　25 医師会で 70％以上の高い単位取得者率を示している。
　一方、40％以下の単位取得者率を示した医師会は東京都であった。
２）日医会員単位取得者率（表２）
　A ①会員の単位取得者率は 71.5％であった。都道府県医師会別では、滋賀県、宮崎県、三重県、岩
手県、長崎県、富山県、岡山県、千葉県、鹿児島県、高知県、佐賀県、愛知県、宮城県、群馬県、鳥
取県、徳島県の 16 医師会で 80％以上の単位取得者率を示した。
　A ②（B）会員の単位取得者率は 53.4％であった。都道府県医師会別では、鳥取県、岩手県、佐賀
県が 70％以上と高い単位取得者率を示す一方、東京都、大阪府、静岡県、神奈川県、茨城県では
40％以下の単位取得者率であり、地域差も大きい。
　A ②（C）会員の単位取得者率は 37.4％であった。都道府県医師会別では、富山県、山口県が
100％と高い単位取得者率を示した。
　B 会員の単位取得者率は 50.9％であった。都道府県医師会別では、秋田県、群馬県、富山県、島根
県、山梨県が 70％以上と高い単位取得者率を示す一方、東京都、大阪府、神奈川県では 40％以下の
単位取得者率であり、地域差も大きい。
　C 会員の単位取得者率は 43.0％であった。都道府県医師会別では、茨城県、新潟県、石川県、岐阜
県、三重県、島根県、熊本県が 100％と高い単位取得者率を示した。
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（３）単位（表３）
　合計取得単位は、1990067.5 単位で、一人あたりの平均取得単位は 17.6 単位であった。
　平均取得単位を都道府県医師会別にみると、東京都が 50 単位を超えており、静岡県、兵庫県、岡
山県、岩手県の４県が 20 単位を超えた。一方、沖縄県、新潟県が 10 単位未満であった。

（４）単位取得方法（表４・表５）
　単位取得方法は、「講習会・学会等」、「医師国試問題作成」、「研修等指導」、「体験学習」、「論文等
執筆」「日医雑誌問題解答」、「日医 e −ラーニング」の７項目がある。
　取得方法別の平均取得単位は多い順に、講習会・学会等が 13.65 単位、体験学習が 3.25 単位、日医
雑誌問題解答が 0.43 単位、日医 e −ラーニングが 0.13 単位、研修等指導が 0.08 単位であり、論文等
執筆、医師国師問題作成が続く。
１）講習会・学会等
　合計平均取得単位を都道府県医師会別にみると、静岡県、岡山県が 20 単位を超えた。一方、新潟県、
沖縄県、奈良県、石川県の４県が 10 単位未満であった。
２）医師国試問題作成
　合計取得単位は、全国で 180.0 単位であった。７都府県で取得単位があった。
３）研修等指導
　平均取得単位を都道府県医師会別にみると、岩手県が 0.58 単位と最も多く、兵庫県が 0.43 単位と
続いた。また、14 県は取得単位がなかった。
４）体験学習
　平均取得単位を都道府県医師会別にみると、東京都が 39.41 単位、次いで岩手県が 7.55 単位と多く、
13 県は取得単位がなかった。
５）論文等執筆
　平均取得単位を都道府県医師会別にみると、岩手県が最も多く、４県は単位取得がなかった。
６）日医雑誌問題解答（表６）
　平成 21 年度までは印象に残った論文等を選ぶ「日医雑誌読後回答」で全回答者に単位を付与して
いたが、平成 22 年度から日医雑誌１号につき 0.5 単位１カリキュラムコード（CC）が取得できる２
つの問題について、ハガキまたはインターネットで解答を行い、１題ごとに５問、５問中３問正解（正
解率 60％）以上の場合に、それぞれ 0.5 単位・１CC が取得できる「日医雑誌問題解答」となった。
　平成 26 年度は、特別号を併せて年間 14 回、合計 28 題について最大 14 単位、23CC が取得可能となっ
ている。103,658 の解答があり、取得率は平均 93.5％で、全ての問題ともハガキ解答よりインターネッ
ト解答のほうが解答数が多く、また取得率も高かった。
　平均取得単位を都道府県医師会別にみると、静岡県が１単位を超えた。
７）日医 e−ラーニング（表７）
　日医 e −ラーニングは、日本医師会企画による「生涯教育講座」、協賛会社の協力による「インター
ネット生涯教育協力講座」、日本医師会治験促進センターによる「臨床試験のための e Training 
center」の３項目があり、いずれも 60％以上の正答率をもって、0.5 単位・１CC が取得できる。
　平成 26 年度は、72 テーマ、112 サブテーマで 130 コンテンツが提供され、延べ 29,414 人の取得があっ
た。
　項目（テーマ）別では、「生涯教育講座」で 700 人を超える単位・カリキュラムコード（CC）取得
があった一方、「臨床試験のための e Training center」では２〜 10 人しか取得しなかった。
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　平均取得単位を都道府県医師会別にみると、和歌山県が 0.42 単位と最も多く、次いで鹿児島県 0.30
単位、神奈川県および奈良県の 0.23 単位と続く。

（５）カリキュラムコード（CC）
１）平均取得カリキュラムコード（CC）数（表３）
　平均取得カリキュラムコード（CC）数は 15.4 であった。
　都道府県医師会別にみると、静岡県が 20 を超えていた。
２）取得カリキュラムコード（CC）合計数（個数）（表８）
　４CC が 8,320 人と最も多く、以下、３CC、６CC、10CC、２CC と続く。
　なお、84CC 全てを取得した者は 114 人であった。
３）カリキュラムコード（CC）別取得者数（表９）
　「２・継続的な学習と臨床能力の保持」を取得した者が 62,221 人と最も多く、取得者全体の 54.9％
にあたる。
　以下、「13・地域医療」、「１・専門職としての使命感」、「11・予防活動」、「73・慢性疾患・複合疾
患の管理」と続く。
　一方、「56・熱傷」、「48・誤飲」、「58・褥瘡」、「40・鼻出血」、「55・肛門・会陰部痛」を取得した
者は少なかった。

（６）取得分布
１）単位数取得者分布（表 10-1・表 10-2）
　10 単位未満の者が 58,341 人（51.5％）であり、30 単位以上の者が 15,168 人（13.4％）、60 単位以上
の者が 3,854 人（3.4％）であった。
　なお、最多取得者は、1540.0 単位であった。
　平成 24・25・26 年度の累計では、10 単位未満の者が 45,908 人（32.5％）であり、30 単位以上の者
が 54,719 人（38.8％）、60 単位以上の者が 26,461 人（18.7％）であった。
　なお、最多取得者は、2665.0 単位であった。
２）カリキュラムコード（CC）数取得者分布（表 11-1・表 11-2）
　10CC 未満の者が 45,230 人（39.9％）であり、30CC 以上の者が 14,795 人（13.1％）、60CC 以上の
者が 834 人（0.7％）であった。
　平成 24・25・26 年度の累計では、10CC 未満の者が 38,104 人（27.0％）であり、30CC 以上の者が
45,241 人（32.1％）、60CC 以上の者が 7,016 人（5.0％）であった。
３）単位・カリキュラムコード（CC）合計数取得者分布（表 12-1・表 12-2）
　10 未満の者が 28,265 人（25.0％）であり、30 以上の者が 44,135 人（39.0％）、60 以上の者が 14,925
人（13.2％）であった。
　なお、最多取得者は、1619.0 で、その内訳は、1540.0 単位、79CC であった。
　平成 24・25・26 年度の累計では、10 未満の者が 22,122 人（15.7％）であり、30 以上の者が 83,890
人（59.4％）、60 以上の者が 52,400 人（37.1％）であった。
　なお、最多取得者は、2695.0 で、その内訳は、2665.0 単位、30CC であった。
４）年齢階級別単位取得者分布（表 13）
　50 歳代が 33.1％を占めており、最も高かった。
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（７）平成 27年「日医生涯教育認定証」（表 17）
１）日医生涯教育認定証取得者数
　平成 27 年の認定証取得者総数は 4,744 人で、そのうち日医会員は 4,302 人、会員外が 442 人であっ
た。
　また、日医会員種別では A ①会員が 2,344 人、A ②会員（B）が 909 人、A ②会員（C）が 49 人、
B 会員が 975 人、C 会員が 25 人であった。
２）年齢階級別日医生涯教育認定証取得者数分布（表 18）
　50 歳代が 34.2％を占めており、最も高かった。
３）年別日医生涯教育認定証取得者数（表 19）
　平成 25・26・27 年の累計認定証取得者総数は 63,264 人であった。

Ⅲ．集計結果表

集計結果用語
表１　平成 26 年度生涯教育制度都道府県別単位取得者数
表２　平成 26 年度生涯教育制度都道府県別日医会員単位取得者率
表３　平成 26 年度都道府県別平均取得単位・カリキュラムコード（CC）数
表４　平成 26 年度都道府県別単位取得方法別総単位数
表５　平成 26 年度都道府県別単位取得方法別平均単位数
表６　平成 26 年度日本医師会雑誌問題解答
表７　平成 26 年度日医 e −ラーニング
表８　平成 26 年度取得カリキュラムコード（CC）合計数（個数）
表９　平成 26 年度カリキュラムコード（CC）別取得者数
表 10-1　平成 26 年度単位数取得者分布
表 10-2　平成 26 年度単位数取得者分布（H24・H25・H26 累計）
表 11-1　平成 26 年度カリキュラムコード（CC）数取得者分布
表 11-2　平成 26 年度カリキュラムコード（CC）数取得者分布（H24・H25・H26 累計）
表 12-1　平成 26 年度単位・カリキュラムコード（CC）合計数取得者分布
表 12-2　平成 26 年度単位・カリキュラムコード（CC）合計数取得者分布（H24・H25・H26 累計）
表 13　平成 26 年度年齢階級別単位取得者数分布
表 14　平成 26 年度都道府県別日医会員種別集計
表 15　平成 26 年度都道府県別カリキュラムコード（CC）別取得総数
表 16　平成 26 年度都道府県別カリキュラムコード（CC）別取得平均
表 17　平成 27 年生涯教育制度都道府県別認定証取得者数
表 18　年齢階級別平成 27 年認定証取得者数分布
表 19　年別認定証取得者数

集計結果用語
日医会員数：日医データベースによる日医会員数（平成 27 年３月 31 日現在）
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〔日医会員種別〕
A①会員：病院・診療所の開設者、管理者およびそれに準ずる会員
A②会員（B）：上記 A ①会員および A ②会員（C）以外の会員
A②会員（C）：医師法に基づく研修医
B会員：上記 A ②会員（B）のうち日本医師会医師賠償責任保険加入の除外を申請した会員
C会員：上記 A ②会員（C）のうち日本医師会医師賠償責任保険加入の除外を申請した会員

単位取得者数：0.5 単位以上の単位を取得した者の数
日医会員単位取得者数：日医会員の単位取得者数
単位取得者率：日医会員単位取得者数／日医会員数× 100
認定証取得者数：�日医生涯教育認定証が有効な者を除き、平成 24 〜 26 年度の３年間で取得した単位

数とカリキュラムコード（CC）数の合計が 60 以上に達し、日医生涯教育認定証を
取得した者の数

会員外：日医会員でない者
　（＊都道府県医師会会員、群市区医師会会員である場合もある）
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表１　平成 26年度生涯教育制度都道府県別単位取得者数
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表２　平成 26年度生涯教育制度都道府県別日医会員単位取得者率
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表３　平成 26年度都道府県別平均取得単位・カリキュラムコード（CC）数
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表４　平成 26年度都道府県別単位取得方法別総単位数
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表５　平成 26年度都道府県別単位取得方法別平均単位数
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表６　平成 26年度日本医師会雑誌問題解答

表７　平成 26年度日医 e−ラーニング
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表８　平成 26年度取得カリキュラムコード（CC）合計数（個数）
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表９　平成 26年度カリキュラムコード（CC）別取得者数
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表 10-1　平成 26年度単位数取得者分布

表 10-2　平成 26年度単位数取得者分布（H24・H25・H26累計）

表 11-1　平成 26年度カリキュラムコード（CC）数取得者分布

表 11-2　平成 26年度カリキュラムコード（CC）数取得者分布（H24・H25・H26累計）

表 12-1　平成 26年度単位・カリキュラムコード（CC）合計数取得者分布

表 12-2　平成 26年度単位・カリキュラムコード（CC）合計数取得者分布（H24・H25・H26累計）

表 13　平成 26年度年齢階級別単位取得者数分布
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表 14　平成 26年度都道府県別日医会員種別集計
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表 15　平成 26年度都道府県別カリキュラムコード（CC）別取得総数
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表 16　平成 26年度都道府県別カリキュラムコード（CC）別取得平均
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表 17　平成 27年生涯教育制度都道府県別認定証取得者※数

42



第Ⅲ章　学術・生涯教育　平成 26 年度日本医師会生涯教育制度　集計結果報告書

(433)

表 18　年齢階級別平成 27年認定証取得者数分布

表 19　年別認定証取得者数
※認定証発行数は当該年度の報告書発行時点とする
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